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～シールアンケートを実施してみて～～シールアンケートを実施してみて～

各常任委員会より各常任委員会より

　�総務常任委員会� �では、令和５年度の所管事務調査のテーマを「地域コミュニ
ティの現状と課題」としています。
　今回の議会報告会（ぎかいカフェ）では、「①自治会行事への参加」と「②ま
ちづくり協議会行事への参加」についてお聞きしました。その結果、①では、回
答者の77％の方が、②では５５％の方がそれぞれ参加されていることが分かり
ました。②の不参加の理由として、コミュニティセンターまでの距離（交通手段）
や関心度の低さ（よく分からない）などの回答がありました。

　�教育厚生常任委員会� �では、「子育て施策は充実しているか」「高齢者
施策は充実しているか」と当委員会にとっても二つの大きなテーマにつ
いて市民の皆様にアンケートをさせていただきました。
　アンケートの結果として子育て施策については一定の満足感がある一
方で高齢者施策については施策の認知度が低いのか、施策が充実してい
ないと感じておられるという結果になりました。
　この結果を踏まえて、今後はどの様にすれば世代間での不公平感や不
満が出ない様になるのか当委員会で積極的に議論を行ってまいります。

　�産業建設常任委員会��で�は、所管事務調査の一つが地域公共交通であ
り、あかこんバスと近江鉄道の両交通機関を利用している人が少ないの
ではという観点から、この質問にしました。
　一年以内に利用したことがない人は、近江鉄道は約56％、あかこん
バスは約73％、という結果でした。あかこんバスに関しては肌感覚と
一致した結果ですが、近江鉄道については、市の調査結果より高い利用
頻度が出ました。イオンでの調査ということで、近江鉄道を利用してイ
オンに来られる方が多いのでは、と推測されました。

こんなことを聞きました！
　【総務常任委員会】　
　「自治会の行事に参加」「まちづくり協議会行事に参加」
　【教育厚生常任委員会】
　「こども施策は充実している？」「高齢者施策は充実している？」
　【産業建設常任委員会】
　「近江鉄道は利用したことがある」「あかこんバスは利用したことがある」

YES

NO

【アンケートにご協力いただきました皆さんありがとうございました！】
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議会報告会を開催！議会報告会を開催！特特 集集
　近江八幡市議会では、市民の皆さんに開かれた議会を目指し、近江八幡市議会基本条例に基づい
て議会報告会を開催しています。
　今年度はイオン近江八幡ショッピングセンターで「ぎかいカフェ」を行いました。皆さんにホッ
と一息ついてもらいながら意見を伺ったり、アンケートへの回答をしてもらったりしました。

“ぎかいカフェを終えて”
　議会を少しでも身近に感じていただきたい

と４年ぶりにぎかいカフェを開催しました。議員
全員が協力してカフェコーナーやスポーツ体験、シー
ルアンケートなどを企画しました。
　カフェ用に用意していたクッキー 100 個は早々に無く
なり、手配り用チラシも 150 部すべて配布、スポーツ体
験やシールアンケートなども大変盛況に終えることができ
ました。
　議員も考えや立場などの違いを超え、１つの目的のた
めに協力しながら充実した活動することができました。
この姿こそ、まちづくりに励む私たちの思いだと市
民の皆さんに伝われば幸いです。

広報広聴委員会　副委員長
竹尾　耕児

赤コン君も来たよ

【カフェでほっこり】
【シールアンケート実施中】

【モルック体験中！】
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３
月
定
例
会
の
概
要

３
月
定
例
会
の
概
要

　

令
和
6
年
第
1
回
（
3
月
）
市
議
会
定

例
会
を
2
月
15
日
か
ら
3
月
22
日
ま
で
の

37
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

2
月
15
日
の
開
会
日
に
は
、
諸
般
の
報

告
と
し
て
、
議
長
報
告
の
ほ
か
、
監
査
報

告
及
び
市
長
報
告
の
後
、
市
長
提
出
議
案

と
し
て
、「
令
和
6
年
度
近
江
八
幡
市
一
般

会
計
予
算
」
の
他
、
合
計
48
議
案
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、

議
第
28
号
に
つ
い
て
、
産
業
建
設
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
委
員
会
審
査
後
、
本

会
議
を
再
開
し
、
委
員
会
審
査
報
告
の
あ

と
採
決
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
案
熟
読
の
期
間
を
経
て
再

開
さ
れ
た
2
月
26
日
に
は
、
追
加
議
案
と

し
て
市
長
提
出
議
案
4
件
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
意
見
書
2
件
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。
2
月
26
日
、
27
日
に
5
会
派
が
代
表

質
問
を
行
い
、
市
長
の
施
政
方
針
な
ど
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
再
開
さ
れ
た
3
月
5
日
に
は

追
加
議
案
と
し
て
、
市
長
提
出
議
案
の
予

算
案
件
2
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
3
月

5
日
、
7
日
、
8
日
に
14
名
の
議
員
が
個

人
質
問
を
行
い
、
議
案
質
疑
や
市
政
全
般

に
対
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
上
程
さ

れ
た
議
案
お
よ
び
意
見
書
は
、予
算
・
総
務
・

教
育
厚
生
・
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
後
日
開
催
し
た
各
常
任
委

員
会
で
当
局
か
ら
議
案
に
対
す
る
詳
細
な

説
明
を
求
め
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

22
日
の
閉
会
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
の
後
、
議
第
11
号
に
対
す
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
討
論
・
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
修
正
案
は
否
決
、
原
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
追
加
議
案
と
し
て
、
市

長
提
出
議
案
の
条
例
議
案
2
件
、
人
事
議

案
2
件
、
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
2
件
、

決
議
（
附
帯
決
議
）
1
件
が
上
程
さ
れ
、

う
ち
条
例
議
案
2
件
に
つ
い
て
、
教
育
厚

生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
委
員
会
審

査
後
に
本
会
議
を
再
開
し
、
審
査
報
告
の

あ
と
、
採
決
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
人
事

議
案
に
つ
い
て
は
全
て
同
意
さ
れ
、
本
定

例
会
に
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
全
て
の
議
案
を
可
決
・
承
認
・

同
意
し
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
の
う
ち
、

会
第
1
、
2
号
に
つ
い
て
は
賛
成
少
数
で

否
決
、
会
第
3
、
4
、
5
号
に
つ
い
て
は

全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
派
の
代
表
質
問
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

 

【
創
政
会
】 

①
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

②�

市
長
再
選
後
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今

後
の
市
政
の
方
向
性
に
つ
い
て

③
本
市
の
待
機
児
童
に
つ
い
て

④
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
つ
い
て

⑤
教
育
行
政
に
つ
い
て

⑥
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

⑦
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
に
つ
い
て

⑧
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

⑨
西
の
湖
水
質
浄
化
に
つ
い
て

⑩
観
光
行
政
に
つ
い
て

⑪
農
業
問
題
に
つ
い
て

⑫�

商
工
業
行
政
、
特
に
コ
ロ
ナ
過
と
ダ
イ

ハ
ツ
の
操
業
停
止
に
よ
る
本
市
へ
の
影

響
に
つ
い
て

⑬
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

⑭�

都
市
公
園
・
児
童
公
園
等
の
整
備
に
つ

い
て

⑮
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

⑯
道
路
行
政
に
つ
い
て

⑰
河
川
整
備
に
つ
い
て

⑱
都
市
計
画
に
つ
い
て

⑲
危
機
管
理
に
つ
い
て

⑳
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

㉑�

安
土
城
築
城
４
５
０
年
を
節
目
と
し
た

市
全
体
の
一
体
感
の
醸
成
に
つ
い
て

㉒
老
人
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

㉓�

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
整
備
事
業

と
安
土
小
学
校
跡
地
及
び
コ
ニ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
㉔
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

㉕
市
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

㉖
地
域
手
当
に
つ
い
て

 

【
政
翔
会
】 

①�
近
江
八
幡
市
の
こ
れ
か
ら
の
「
人
づ
く

り
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

 

【
育
政
会
】 

①�

第
１
次
総
合
計
画
の
進
捗
管
理
と
、
施

策
評
価
に
つ
い
て

②
公
共
施
設
利
活
用
の
計
画
性
に
つ
い
て

③�

文
化
会
館
の
稼
働
率
向
上
対
策
に
つ
い

て

④
国
ス
ポ
障
ス
ポ
レ
ガ
シ
ー

⑤
若
者
の
定
住
施
策
に
つ
い
て

⑥
人
材
確
保
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

⑦
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

 

【
公
明
党
】 

①
令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て

②
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

③
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
つ
い
て

④
市
営
住
宅
に
つ
い
て

⑤
健
康
ふ
れ
あ
い
公
園
に
つ
い
て

⑥
交
通
の
円
滑
化
に
向
け
て
道
路
整
備
を

 

【
日
本
共
産
党
】 

①
防
災
に
つ
い
て

②
大
型
公
共
事
業
の
実
施
と
財
政
状
況
に

つ
い
て

③
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

④�

１
人
目
か
ら
の
学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て

⑤
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

⑥�

八
幡
第
１
浴
場
の
新
築
に
向
け
た
調
査

と
事
業
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

⑦�

民
間
委
託
事
業
と
公
契
約
条
例
に
つ
い

て
⑧�

就
学
前
保
育
・
教
育
や
学
童
保
育
の
評

価
と
相
談
窓
口
に
つ
い
て

⑨
小
学
校
の
教
職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

⑩�

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
用
助
成
事
業
に

つ
い
て

⑪
介
護
の
充
実
に
つ
い
て

⑫�

水
稲
農
業
へ
の
支
援
と
農
業
施
策
に
つ

い
て

⑬
産
業
支
援
に
つ
い
て

⑭�

市
職
員
の
働
き
方
と
パ
ワ
ハ
ラ
根
絶
に

つ
い
て
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問�　

①
「
近
江
八
幡
市
道
路
整
備
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
見
直

し
は
、
何
に
重
点
を
置
い
て
進
め

ら
れ
ま
す
か
。　

②�

耕
作
放
棄
地
に
対
し
て
は
、
市
で

方
針
を
定
め
、
計
画
的
に
対
策
を

講
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

③�

※
G
X
の
推
進
が
地
元
中
小
企
業

へ
与
え
る
影
響
、
効
果
、
ま
た
、

G
X
を
導
入
さ
れ
る
企
業
へ
の
支

援
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
か
。

④�

こ
の
先
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
そ
の

よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
市
は

地
域
や
老
人
ク
ラ
ブ
に
ど
の
よ
う

な
役
割
を
期
待
し
ま
す
か
。

答�　

総
合
政
策
部
長
、
福
祉
保
険
部
長
、

都
市
整
備
部
長
、
産
業
経
済
部
長

①�

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
な
路
線
選
定
を

重
点
と
し
ま
す
。

②�

目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の

姿
を
明
確
化
す
る
「
地
域
計
画
」

の
策
定
に
向
け
て
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

③�

中
小
企
業
の
脱
炭
素
化
は
、
全

国
的
に
も
課
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
資
金
の
確
保
や
人
材
の
不

足
等
か
ら
十
分
に
進
ん
で
い
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
で
は

中
小
企
業
へ
の
普
及
啓
発
に
つ

な
が
る
取
組
や
、
資
金
面
で
の

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

④�

高
齢
者
が
役
割
を
持
ち
活
躍
で

き
る
場
、
居
場
所
の
ひ
と
つ
と

し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

問　

令
和
6
年
度
当
初
予
算
の
概
要

説
明
で
は
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
予
算
編
成

の
基
本
方
針
と
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
取
組
を
さ
れ
る
の
か
に
つ
い

て
全
般
的
に
ご
説
明
願
い
ま
す
。
特

に
優
先
課
題
と
し
て
は
何
を
念
頭
に

お
か
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
お

示
し
く
だ
さ
い
。

　

あ
わ
せ
ま
し
て
、
歳
入
一
般
財
源

の
状
況
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
す
。

答　

市
長

　

令
和
6
年
度
当
初
予
算
は
、
大
型

施
設
整
備
事
業
の
本
格
化
に
よ
る
大

規
模
な
財
政
出
動
が
到
来
す
る
状
況

に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
想

い
を
大
切
に
し
、
市
の
事
業
と
好
循

環
を
生
み
出
す
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

向
け
た
『
夢
と
愛
を
育
み
、
い
ざ
出

陣
実
行
予
算
』
と
位
置
付
け
、「
ト
ラ

イ
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
す
」、

「
常
に
実
行
・
実
現
を
前
提
に
方
策
を

考
え
る
」、「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
集
団

を
目
指
す
」、「
補
い
あ
い
、助
け
合
う
」

の
4
つ
の
行
動
指
針
を
重
視
し
て
市

政
を
進
め
ま
す
。

　

歳
入
一
般
財
源
は
交
付
税
交
付
団

体
の
た
め
限
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
は
じ
め
と
す

る
基
金
や
財
政
措
置
が
有
利
な
市
債

の
活
用
等
様
々
な
財
源
を
確
保
し
、

令
和
6
年
度
当
初
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

そ
の
他
の
質
問
に
つ
い
て
は
Ｐ
4
を
参
照

く
だ
さ
い

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

そ
の
他
の
質
問
に
つ
い
て
は
Ｐ
4
を
参
照

く
だ
さ
い

5
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創
政
会�

南�

　�

祐�

輔

代表質問

令
和
６
年
度当

初
予
算
に
つ
い
て

政
翔
会�

沖�

　�

茂�

樹

代表質問

近
江
八
幡
市
の
こ
れ
か
ら
の

「
人
づ
く
り
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

※GXとは
化石燃料中心の経済・社会、産業構造をクリーンエネルギー中心に移行させる経済社会システム全体の変革（内閣官房）



問　

農
業
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
で
、

若
い
人
た
ち
は
職
を
求
め
て
市
外
へ

流
出
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
定
住
対
策
と
し
て
の
働
く

場
づ
く
り
、
ま
た
、
農
産
物
を
活
用

し
た
産
業
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
林
水
産
省
が
進
め
る

「
農
村
地
域
へ
の
産
業
の
導
入
促
進
」

い
わ
ゆ
る
「
農
村
産
業
法
」
を
活
用

す
る
こ
と
が
、
農
業
衰
退
と
人
口
減

少
の
時
代
に
突
入
し
た
近
江
八
幡
市

に
と
っ
て
必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、

当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

産
業
経
済
部
長

　

農
業
従
事
者
の
定
着
を
図
る
う
え

で
、
農
村
産
業
法
の
活
用
は
有
効
と

言
え
ま
す
が
、
導
入
産
業
は
一
定
規

模
の
就
業
効
果
の
見
込
め
る
業
種
で

あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
農
用
地
区
域
外
に
産
業

導
入
に
必
要
な
ま
と
ま
っ
た
土
地
が

な
い
こ
と
か
ら
、
農
用
地
区
域
に
求

め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
も
の
の
、
優
良
農
地
の

確
保
の
観
点
か
ら
、
同
法
の
活
用
に

あ
っ
て
は
、
市
が
実
施
計
画
を
定
め
、

県
の
同
意
を
得
な
け
ら
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
市
の
実

情
を
踏
ま
え
た
な
か
で
導
入
産
業
の

業
種
や
規
模
等
を
慎
重
に
検
討
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

問�　

①
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

定
義
は

②�

空
き
状
態
の
住
宅
、
緊
急
避
難
場

所
と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
、
修
繕
を

加
え
提
供
で
き
る
住
宅
の
数
は

③�

募
集
件
数
と
応
募
者
数
は

④�

需
給
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
応
募

状
況
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ

る
必
要
戸
数
に
乖
離
は
な
い
か

⑤�

ア
、
耐
用
年
数
に
よ
る
建
替
え
や

用
途
廃
止
に
つ
い
て
計
画
は
あ
る

か

　

�

イ
、
借
り
上
げ
制
度
・
業
務
の
外

部
委
託
の
導
入
に
つ
い
て

⑥�

共
益
費
の
集
金
を
家
賃
と
合
わ
せ

て
市
が
徴
収
し
て
は
ど
う
か

⑦�

生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口
と
の
連

携
・
相
談
体
制
を
強
固
に

　
�

う
ち
③
④
⑤
に
つ
い
て
回
答
願
い

ま
す
。

答　

都
市
整
備
部
長

③�

中
層
住
宅
：
募
集
19
戸
・
応
募
者

数
53
人
、
改
良
住
宅
：
募
集
12
戸
・

応
募
者
数
31
人
で
す
。

④�

本
市
の
著
し
い
困
窮
年
収
未
満
の

世
帯
の
住
宅
ニ
ー
ズ
を
含
め
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
需
要
を
把
握
し
な

が
ら
、
市
営
住
宅
の
確
保
と
定
期

的
な
入
居
者
募
集
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

⑤�

ア
、
老
朽
化
が
顕
著
な
９
団
地
は
、

新
規
募
集
を
停
止
し
て
お
り
、
今

後
、
状
況
に
応
じ
、
用
途
廃
止
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
建
替

え
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

�

イ
、
民
間
の
空
き
家
、
空
き
室
を

活
用
し
た
住
宅
借
り
上
げ
制
度
の

導
入
、
維
持
管
理
業
務
の
外
部
委

託
な
ど
民
間
活
力
の
導
入
を
、
具

体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

そ
の
他
の
質
問
に
つ
い
て
は
Ｐ
4
を
参
照

く
だ
さ
い

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

そ
の
他
の
質
問
に
つ
い
て
は
Ｐ
4
を
参
照

く
だ
さ
い

6
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育
政
会�

松�

村�

　�

務

代表質問

農
地
の
有
効
活
用
と
雇
用
創
出

で
若
者
の
定
住
施
策
を

公
明
党�

山�

本�

妙�

子

代表質問

市
営
住
宅
に
つ
い
て



問　

森
林
は
国
土
保
全
と
し
て
、
水

源
の
涵か
ん

養よ
う

、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
に

よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
多
面
的

機
能
を
有
し
て
お
り
、
植
物
、
自
然

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め

里
山
再
生
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
事
業
内
容
と
事
業
評
価
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
森
林
の
管
理
・

育
林
を
担
っ
て
き
た
生
産
森
林
組
合

は
財
政
難
や
高
齢
化
に
よ
り
運
営
が

困
難
な
状
況
の
た
め
、
組
合
が
所
有

し
て
い
る
森
林
を
、
林
業
経
営
に
適

さ
な
い
森
林
と
し
て
市
に
経
営
管
理

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答　

産
業
経
済
部
長

　

里
山
再
生
整
備
事
業
は
、
里
山
の

散
策
道
や
里
山
の
ふ
も
と
周
辺
に
お

き
ま
し
て
、
下
草
刈
り
や
倒
木
、
枯

れ
木
な
ど
の
伐
採
除
去
、
竹
林
の
整

備
、
木
材
を
利
用
し
た
階
段
ベ
ン
チ

等
の
設
置
な
ど
の
整
備
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
事
業
評
価
は
、

実
施
団
体
よ
り
事
業
の
実
績
報
告
を

提
出
い
た
だ
き
、
計
画
通
り
実
施
さ

れ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
及
び
審
査

を
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
森
林
組
合
に
つ
い
て
は
、
生

産
森
林
組
合
組
織
と
、
所
有
さ
れ
て

い
る
森
林
の
今
後
の
あ
り
か
た
等
に

つ
い
て
、
中
部
森
林
整
備
事
務
所
を

交
え
て
、
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

本
市
は
平
成
29
年
度
で
要
支
援

1
・
2
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
打

ち
切
り
ま
し
た
が
、
本
市
以
外
の
市

町
で
は
、
要
支
援
で
も
以
前
の
よ
う

な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
可
能
で
す
。

　

昨
年
3
月
議
会
で
、「（
こ
の
よ
う

な
市
の
方
向
性
が
）
重
症
化
予
防
に

効
果
が
あ
っ
た
か
、
検
証
が
必
要
」

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
検
証
結

果
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

第
9
期
の
総
合
介
護
計
画
で
、
要

介
護
1
と
認
定
さ
れ
た
方
の
80
．2
％

が
認
知
症
ラ
ン
ク
Ⅱ
以
上
で
す
。
第

7
期
の
66
．0
％
か
ら
、
6
年
間
で

14
％
も
増
加
し
た
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

答　

福
祉
保
険
部
理
事

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
等
、
地
域
の

通
い
の
場
の
設
置
目
安
は
大
き
く
基

準
を
上
回
っ
て
お
り
、
通
い
の
場
へ

の
75
歳
以
上
の
参
加
割
合
は
、
令
和

2
年
度
９
．８
％
か
ら
令
和
4
年
度
13
．

5
％
に
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
者
自

身
の
介
護
予
防
の
取
組
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
第
1
号
被
保
険
者
に

占
め
る
事
業
対
象
者
の
割
合
は
全
国

や
滋
賀
県
と
比
較
す
る
と
高
い
こ
と

か
ら
、
要
支
援
認
定
を
受
け
る
以
前

に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
高

齢
者
の
出
現
率
が
加
齢
と
と
も
に
高

く
な
る
こ
と
、
本
市
の
要
介
護
1
の

認
定
者
の
平
均
年
齢
が
84
．35
歳
で
あ

る
こ
と
、
早
い
段
階
か
ら
医
療
や
介

護
に
つ
な
が
る
方
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ
の
高

齢
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

安
土
町
総
合
支
所
の
今
後
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

そ
の
他
の
質
問
に
つ
い
て
は
Ｐ
4
を
参
照

く
だ
さ
い

7
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【森林整備】

日
本
共
産
党�

森�

原�

陽�

子

代表質問

介
護
の
充
実
に
つ
い
て

創
政
会�

間�

宮�

泰�

樹

個人質問

森
林
保
全
に
つ
い
て



問　

国
は
「
防
災
、
減
災
、
国
土
強

靭
化
の
た
め
の
5
か
年
加
速
化
対
策
」

と
し
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
7
年
度

の
5
年
間
を
集
中
的
に
実
施
す
る
対

策
期
間
と
し
て
お
り
ま
す
。
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
対
策
と
し
て
「
予

防
保
全
型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

へ
の
転
換
に
向
け
た
老
朽
化
対
策
」

の
中
で
「
農
業
水
利
施
設
等
の
老
朽

化
対
策
」「
上
下
水
道
管
施
設
、
整
備

の
老
朽
化
対
策
」
が
あ
り
ま
す
が
、

本
市
に
お
い
て
は
、
農
水
管
や
上
下

水
道
管
の
耐
震
化
に
ど
の
よ
う
な
対

策
を
さ
れ
て
い
る
の
か
お
答
え
く
だ

さ
い
。

答　

産
業
経
済
部
長
・
水
道
事
業
所
長

　

当
市
が
直
接
管
理
す
る
農
業
水
利

施
設
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
各
土
地

改
良
区
に
お
い
て
、
農
業
水
利
施
設

等
の
老
朽
化
対
策
を
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
農
水
管
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
優

先
的
に
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

農
水
管
の
耐
震
化
ま
で
対
応
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。

　

上
水
道
管
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

老
朽
管
及
び
非
耐
震
管
の
速
や
か
な

更
新
を
図
る
た
め
、
管
路
D
B
（
設

計
施
工
一
括
発
注
）
の
導
入
を
進
め

な
が
ら
、
耐
震
管
へ
の
更
新
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
下
水
道
管
路
施
設
に

つ
い
て
は
、
令
和
7
年
度
に
下
水
道

総
合
地
震
対
策
計
画
を
策
定
し
、
順

次
地
震
対
策
を
講
じ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

問　

原
子
力
防
災
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
安
定
ヨ
ウ
素
剤
と
は
原
子
力
発

電
所
な
ど
で
事
故
が
起
き
た
と
き
、

甲
状
腺
被
曝
を
抑
え
る
た
め
に
配
布

さ
れ
、
服
用
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
医
療
セ
ン
タ
ー
に
備
蓄
し
て

あ
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、
常
時
全
市

民
分
を
網
羅
す
る
量
が
備
蓄
さ
れ
て

お
り
、
錠
剤
と
乳
幼
児
用
の
ゼ
リ
ー

の
在
庫
を
学
区
毎
に
分
け
、
毎
年
少

し
ず
つ
新
し
い
も
の
に
入
れ
替
え
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
市

と
し
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
ど
の
よ
う

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
配
布
、
服
用
さ
れ

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

答　

危
機
管
理
監

　

原
子
力
災
害
の
緊
急
事
態
に
至
っ

た
場
合
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
屋

内
退
避
の
指
示
の
後
、
配
布
及
び
服

用
の
必
要
性
を
判
断
し
、
国
の
原
子

力
災
害
対
策
本
部
が
避
難
や
服
用
の

指
示
を
出
す
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
地
域
防
災
計
画
原
子
力
災
害

対
策
編
に
お
い
て
、
国
の
原
子
力
災

害
対
策
本
部
か
ら
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

緊
急
配
布
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
、

市
災
害
対
策
本
部
が
職
員
を
派
遣
し
、

迅
速
に
配
布
で
き
る
体
制
を
と
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
配
布
先
は
各
学
区

の
防
災
拠
点
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

②
有
機
農
業
促
進
の
取
組
に
つ
い
て

【日野川北里空撮】
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政
翔
会�

久�

郷�

定�

彦

個人質問

防
災
、
緊
急
事
態
対
応に

つ
い
て

凛
成
会�

山�

元�

聡�

子

個人質問

防
災
に
つ
い
て

 

 

 

 

 

 



問　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
う

生
産
者
数
の
減
少
及
び
施
設
の
老
朽

化
や
維
持
費
の
増
大
に
よ
り
持
続
可

能
な
営
農
が
見
込
め
ま
せ
ん
。
将
来

を
見
据
え
、
夢
の
あ
る
新
し
い
農
業

環
境
づ
く
り
整
備
の
先
進
地
域
構
想

で
す
が
、
社
会
基
盤
整
備
の
開
発
を

進
め
て
い
く
上
で
、
土
地
改
良
や
社

会
資
本
整
備
の
観
点
か
ら
様
々
な
法

規
制
、ま
た
、現
地
の
課
題
な
ど
、色
々

な
問
題
も
多
く
前
例
が
な
い
大
規
模

で
難
度
が
高
い
事
業
計
画
で
あ
る
だ

け
に
、
当
市
が
主
体
と
な
っ
て
事
業

化
お
よ
び
実
施
運
営
の
中
心
を
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
如
何

で
す
か
。

答　

産
業
経
済
部
長

　

水
茎
干
拓
土
地
改
良
区
に
関
す
る

土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
営
農
地
防
災
事
業
に
て
排
水
機
場

の
改
修
工
事
、
東
部
承
水
溝
の
拡
幅

工
事
を
順
調
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

水
茎
干
拓
地
の
将
来
構
想
を
考
え

て
い
く
に
は
、
水
茎
干
拓
土
地
改
良

区
の
意
向
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
後
、
事
業
化
を
目
指
す
場
合
は
、

地
元
の
協
議
・
調
整
を
十
分
に
行
い
、

具
体
的
な
計
画
を
示
し
て
い
た
だ
い

た
上
で
、
そ
の
計
画
内
容
に
よ
り
実

施
可
能
な
事
業
等
も
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
こ
と
か
ら
、
土
地
改
良
事
業
の

活
用
な
ど
県
と
連
携
し
て
可
能
性
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

認
知
症
の
12
個
の
危
険
因
子
の

一
つ
に
難
聴
が
あ
り
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

は
「
補
聴
器
使
用
が
認
知
機
能
低
下
・

認
知
症
の
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
に
推

奨
さ
れ
る
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
は
ま

だ
十
分
で
は
な
い
」
と
し
、
国
は
認

知
症
対
策
と
し
て
未
だ
補
聴
器
装
用

制
度
の
予
算
化
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
市
は
当
該
事
業
の
目
的

を
認
知
症
予
防
と
し
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
今
、
市
が
先
駆
的
に
取

り
組
む
べ
き
施
策
な
の
か
。
購
入
後

の
ケ
ア
が
最
重
要
な
中
、
認
定
補
聴

器
専
門
店
の
状
況
等
、
多
数
疑
問
点

が
あ
り
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

答　

福
祉
保
険
部
理
事

　

W
H
O
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、

「
難
聴
が
あ
る
と
認
知
症
の
リ
ス
ク
が

約
2
倍
に
な
る
」
と
分
析
さ
れ
、「
難

聴
を
適
時
に
発
見
し
治
療
す
る
た
め

に
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
難
聴
の
あ

る
高
齢
者
へ
の
補
聴
器
の
提
供
が
行

わ
れ
る
べ
き
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

補
聴
器
の
装
用
そ
の
も
の
が
認
知
症

予
防
や
改
善
に
効
果
が
あ
る
と
い
う

考
え
方
で
は
な
く
、
補
聴
器
の
装
用

が
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る

た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
と
な
り
、
運

動
や
交
流
等
の
機
会
の
増
加
を
促
す

こ
と
で
、
認
知
症
の
予
防
等
を
は
じ

め
と
し
た
複
合
的
な
効
果
を
期
待
し

取
り
組
む
も
の
で
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

地
域
力
の
強
化
に
つ
い
て

②
市
政
へ
の
意
見
・
提
言
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

老
人
性
難
聴(

感
音
性
難
聴)

の
聞
こ
え
の
特

徴
に
つ
い
て

②
「
語
音
明
瞭
度
」
不
良
に
対
す
る
補
聴
器

の
装
用
効
果
に
つ
い
て

③�

医
師
に
よ
る
診
察
・
診
断
、
補
聴
器
購
入

及
び
装
用
、
リ
ハ
ビ
リ
等
に
つ
い
て

④
制
度
化
の
プ
ロ
セ
ス
、
手
順
に
つ
い
て

⑤�

制
度
ス
キ
ー
ム
に
係
る
助
成
金
額
等
、
対

象
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
事
業
の
継
続
性
に
つ

い
て

⑥
施
策
効
果
の
検
証
方
法
に
つ
い
て

⑦
耳
垢
除
去
等
の
耳
の
健
診
に
つ
い
て

⑧�

補
聴
補
償
に
加
え
、
集
団
補
聴
シ
ス
テ
ム
、

筆
談
等
の
情
報
保
障
の
強
化
に
つ
い
て

【水茎干拓土地改良区図面】
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育
政
会�

青�

木�

勝�

治

個人質問

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
用

助
成
に
つ
い
て

創
政
会�

大�

川�

恒�

彦

個人質問

水
茎
干
拓
地
の
将
来
に
つ
い
て

耳マーク：聞こえが不自由なこ
とを表すと同時に、聞こえない
人・聞こえにくい人への配慮を
表すマークです



問　

子
ど
も
若
者
の
拠
点
整
備
は
マ

ス
ト
な
政
策
だ
と
判
断
し
ま
す
。
そ

の
整
備
が
一
向
に
見
え
て
こ
な
い
の

が
残
念
で
す
。
中
高
生
の
居
場
所
が

カ
フ
ェ
な
ど
の
民
間
施
設
が
多
く
公

的
な
資
源
に
乏
し
い
の
が
現
実
で
す
。

拠
点
整
備
に
つ
い
て
は
旧
人
権
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
旧
八
幡
教
育
集
会
所
な

ど
利
用
で
き
そ
う
な
施
設
が
あ
り
ま

す
が
、
整
備
に
つ
い
て
目
立
っ
た
進

捗
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
ま
た
旧
南

中
で
あ
る
マ
ナ
ビ
ィ
は
耐
震
的
に
も

問
題
を
残
し
、
老
朽
化
も
著
し
く
、

拠
点
の
現
状
や
展
望
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

答　

教
育
部
長

　

子
ど
も
若
者
支
援
の
拠
点
に
つ
い

て
は
、
旧
人
権
セ
ン
タ
ー
や
旧
八
幡

教
育
集
会
所
の
現
状
調
査
を
実
施
し

て
活
用
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

両
施
設
と
も
に
老
朽
化
が
激
し
く
、

施
設
改
修
に
係
る
費
用
対
効
果
を
は

じ
め
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
活

用
は
見
送
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
は
、
学
齢
期
か

ら
30
代
ま
で
の
子
ど
も
若
者
の
居
場

所
の
一
体
整
備
を
視
野
に
、
既
存
施

設
の
活
用
に
加
え
、
新
築
を
含
め
た

子
ど
も
若
者
の
居
場
所
の
整
備
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
マ
ナ
ビ
ィ
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
機
能
移
転
が
完
了
次
第
、
除

却
す
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

問　

能
登
半
島
地
震
で
一
般
の
避
難

所
で
の
生
活
が
難
し
い
障
が
い
者
や

認
知
症
の
高
齢
者
の
方
々
が
困
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
被
災
地
に
は
福
祉
避

難
所
が
あ
り
ま
す
が
、
損
壊
ま
た
は

職
員
が
被
災
者
に
な
り
、
開
設
が
出

来
な
か
っ
た
施
設
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
方
々
は
、
一
般
避
難
所
が

長
引
く
と
障
が
い
等
の
特
性
に
よ
っ

て
団
体
生
活
を
し
て
い
く
事
が
困
難

と
な
り
ま
す
。
福
祉
避
難
所
を
要
請

す
る
判
断
及
び
協
定
を
し
て
い
る
各

福
祉
事
業
所
に
対
し
、
障
が
い
者
も

し
く
は
介
護
を
要
す
る
方
か
ど
う
か

判
断
を
行
う
部
署
は
ど
こ
か
お
聞
き

し
ま
す
。

答　

危
機
管
理
監

　

災
害
発
生
時
に
は
災
害
対
策
本
部

に
お
い
て
、
市
内
の
被
害
状
況
の
把

握
や
避
難
指
示
の
発
令
、
避
難
所
の

開
設
を
行
う
と
と
も
に
、学
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
現
地
本
部
を
設

置
し
、
学
区
内
の
避
難
所
等
と
災
害

対
策
本
部
間
の
情
報
連
絡
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
避
難
所
に
お
い
て
、
他
の
避

難
者
と
の
避
難
生
活
を
継
続
す
る
こ

と
が
困
難
な
要
配
慮
者
が
お
ら
れ
る

場
合
、
福
祉
避
難
所
等
へ
の
移
送
の

調
整
が
必
要
と
な
る
た
め
、
災
害
対

策
本
部
に
お
い
て
、
現
地
本
部
や
救

護
班
か
ら
の
情
報
を
確
認
し
、
福
祉

避
難
所
開
設
の
要
請
の
判
断
を
行
い

ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

安
土
総
合
支
所
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
対
策
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

更
生
保
護
に
つ
い
て

10

gggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

チ
ー
ム
は
ち
ま
ん�

竹�

尾�

耕�

児

個人質問

若
者
の
居
場
所
に
つ
い
て

創
政
会�

藤�

村�

健�

造

個人質問

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て



問　

私
は
20
年
前
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に

遭
い
か
け
た
こ
と
に
よ
り
、
電
話
機

は
基
本
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、
ナ

ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
申
込
み
ま

し
た
。
現
在
も
特
殊
詐
欺
の
被
害
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
本

市
で
は

①�

被
害
防
止
対
策
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
か

②�

高
齢
者
へ
迷
惑
電
話
防
止
機
能
を

備
え
た
機
器
や
、
モ
ニ
タ
ー
付
き

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
購
入
費
用
の
補
助

に
つ
い
て
の
お
考
え
は
あ
り
ま
す

か
③�

闇
バ
イ
ト
に
つ
い
て
未
成
年
者
で

逮
捕
に
至
っ
た
事
象
と
、
学
校
で

の
対
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い

答　

市
民
部
長
、
教
育
長

①�
本
市
で
は
、
警
察
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
る
詐
欺
被
害
未
然

防
止
の
た
め
、
街
頭
啓
発
活
動
の

実
施
や
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
発
信
の
ほ

か
、
啓
発
広
報
チ
ラ
シ
の
定
期
的

な
発
行
、
市
広
報
等
で
の
情
報
発

信
な
ど
様
々
な
啓
発
活
動
に
努
め

て
い
ま
す
。

②�

県
及
び
各
市
町
の
動
向
や
本
市
で

の
被
害
発
生
件
数
の
推
移
を
注
視

し
、
調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③�

近
江
八
幡
警
察
署
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
令
和
4
年
中
に
1
件
あ
り

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
学
校

に
対
し
て
長
期
休
暇
前
に
闇
バ
イ

ト
の
具
体
的
な
事
例
を
使
っ
て
指

導
を
行
う
よ
う
指
示
し
、
学
校
で

は
発
達
段
階
に
応
じ
て
注
意
喚
起

を
行
い
ま
し
た
。

問　

令
和
5
年
9
月
議
会
で
質
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ベ
ビ
ー
カ
ー

の
配
備
に
つ
い
て
、
現
在
も
市
役
所

に
高
齢
の
方
や
障
が
い
が
あ
る
方
が

利
用
す
る
車
椅
子
と
手
押
し
車
は
あ

り
ま
す
が
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
一
台
も

あ
り
ま
せ
ん
。
他
市
も
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
配
備
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
予
算

も
安
価
で
済
む
こ
と
か
ら
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
配
備
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

で
し
ょ
う
か
、
伺
い
ま
す
。

答　

総
務
部
長

　

市
役
所
に
お
越
し
に
な
る
子
育
て

世
代
の
負
担
軽
減
や
子
ど
も
子
育
て

支
援
の
更
な
る
充
実
の
た
め
、ベ
ビ
ー

カ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け

早
く
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。
た
だ
し
、
現
在
の
本
庁
舎
の
構

造
で
は
、
特
に
、
多
く
の
子
育
て
世

帯
が
お
越
し
に
な
る
2
階
通
路
幅
が

狭
く
、
あ
く
ま
で
も
試
行
的
な
取
り

組
み
と
な
り
ま
す
が
、
利
用
状
況
等

を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
整
備
の
中
に
お

い
て
、
し
っ
か
り
と
対
応
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

学
校
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

ど
う
す
る
近
江
鉄
道

【彦根市役所ベビーカー】
【東近江市役所ベビーカー】
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創
政
会�

道�

下�

直�

樹

個人質問

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

実
現
に
向
け
て

公
明
党�

中�

塚�

理�

恵

個人質問

特
殊
詐
欺
対
策
に
つ
い
て



問　

新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
の
増
加
、

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
や
自
治
体
D
X
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
と
い
っ

た
新
た
な
潮
流
へ
の
対
応
な
ど
、
地

方
公
共
団
体
の
行
財
政
運
営
を
取
り

巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
と
感

じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
財
政

運
営
の
効
率
と
、
質
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
な

か
で
、「
入
り
を
量
る
今
後
の
財
源
確

保
策
」
と
「
出
る
を
制
す
策
」
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　

市
長

　

今
後
の
財
源
確
保
策
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
更
な
る
推

進
は
も
と
よ
り
、
発
行
物
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
公
用
車
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
な
ど
広
告
収
入
を
は
じ
め
、
受

益
者
負
担
の
公
平
性
、
公
正
性
を
確

保
す
る
た
め
の
使
用
料
及
び
手
数
料

の
適
正
化
等
の
様
々
な
手
法
に
つ
い

て
継
続
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
は
単
に
量
で
は
な
く
、
社
会

情
勢
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、
事
業
施
策
の
内
容
・
質
を
進
化

さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
集
中
的
に
取
り
組
み
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
事
業
再
構
築
の
英
断
と
実
行

が
市
民
の
皆
さ
ん
の
幸
福
に
繋
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

２
月
１
日
滋
賀
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
に
て
、
文
部
科
学
省
主

催
、
本
市
及
び
本
市
教
育
委
員
会
共

催
に
よ
る
『
消
費
者
教
育
フ
ェ
ス
タ�

i
n�

近
江
八
幡
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
消
費
者
教
育
と
言
え
ば
、
食
品

の
安
全
・
安
心
の
問
題
や
環
境
問
題
、

悪
徳
商
法
に
よ
る
被
害
な
ど
消
費
者

生
活
に
関
す
る
社
会
問
題
が
浮
か
び

ま
す
が
、
こ
の
８
年
間
、
市
行
政
が

中
心
と
な
っ
て
「
地
域
連
携
に
よ
る

消
費
者
教
育
」
を
す
す
め
て
こ
ら
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
具
体
的

な
取
組
と
成
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

市
民
部
長

　

本
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
民
が
「
社
会
の
一
員
と
し
て
、
主

体
的
に
市
場
経
済
・
社
会
に
参
画
す

る
消
費
者
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
教
師
が
消
費
者
教
育
に
取
り
組

む
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
小
学

生
親
子
が
生
産
者
を
取
材
し
、
生
産

者
の
思
い
や
願
い
、
課
題
、
消
費
者

に
は
未
来
を
変
え
る
力
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
発
信
す
る
「
S
D
G
s
こ

ど
も
特
派
員
」、
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
見
守
り
に
関
す
る
「
S
D
G
s
こ

ど
も
見
守
り
隊
」
を
、市
民
・
事
業
者
・

学
校
等
と
連
携
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
成
果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
継
続
す
る
こ
と
で
徐
々

に
広
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

市
職
員
の
駐
車
場
使
用
料
に
つ
い
て

②�

八
木
町
交
差
点
周
辺
の
屋
外
広
告
物
に
つ

い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
「
農
政

現
場
の
声
に
対
す
る
所
見
」

②�

近
江
八
幡
市
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
「
技

術
職
職
員
の
確
保
対
策
」
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政
翔
会�

辻�

　�

正�

隆

個人質問

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

創
政
会�

三�

上�

英�

夫

個人質問

本
市
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の

取
組
に
つ
い
て

 

令
和
６
年
度
予
算
は 

夢
と
愛
を
育
み
︑ 

い
ざ
出
陣 

実
⾏
予
算 



問　

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
整

備
事
業
は
、
面
積
が
約
5
ha
と
他
学

区
よ
り
広
く
、
事
業
費
も
71
．4
億
円

と
膨
大
で
、
さ
ら
に
増
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
面
積
も
事
業
費
も
妥

当
で
は
な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
で

す
。
3
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

①�

周
り
が
浸
水
し
ま
す
が
避
難
所
と

し
て
問
題
あ
り
ま
せ
ん
か
。

②�

防
災
拠
点
と
し
て
適
地
で
あ
る
か

専
門
家
と
の
再
検
討
を
求
め
ま
す
。

③�

浸
水
で
避
難
所
へ
行
け
な
い
場
合

の
こ
と
を
考
え
、
リ
ス
ク
を
分
散

す
る
上
で
も
現
コ
ミ
セ
ン
を
残
す

よ
う
再
検
討
を
求
め
ま
す
。

答　

都
市
整
備
部
長

①�

整
備
地
の
雨
水
排
水
対
策
と
し
て
、

水
利
計
算
に
伴
う
調
整
池
の
設
置

等
に
よ
り
周
辺
に
大
き
な
影
響
は

与
え
な
い
こ
と
か
ら
、
県
道
と
の

ア
ク
セ
ス
性
も
将
来
に
わ
た
り
持

続
で
き
、
エ
リ
ア
全
体
を
嵩か
さ

上
げ

す
る
た
め
、
避
難
所
と
し
て
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。

②�

今
年
度
の
土
質
調
査
の
結
果
を
基

に
、
設
計
段
階
で
地
盤
改
良
等
の

具
体
的
な
対
策
の
検
討
を
進
め
る

中
で
、
専
門
家
の
見
識
も
反
映
し

ま
す
の
で
、
適
地
で
あ
る
か
再
検

討
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③�

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

建
築
後
44
年
を
経
過
し
施
設
の
老

朽
化
が
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
、
合

理
的
な
行
政
財
産
保
有
の
視
点
か

ら
、
現
時
点
で
は
除
却
す
る
方
向

で
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

②
地
域
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

③
公
共
施
設
の
改
修
に
つ
い
て

④
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て

問　

今
日
、
農
業
者
は
減
少
し
て
き

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
水

稲
か
ら
水
田
の
畑
地
化
な
ど
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
、
今
後
の
農
業
の
持
続
的
な
発
展

の
た
め
に
土
地
改
良
区
が
行
っ
て
い

る
農
業
の
生
産
基
盤
の
整
備
・
保
全

管
理
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
土
地
改
良
区
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
が

望
ま
し
い
と
お
考
え
で
す
か
、
そ
れ

に
対
し
市
行
政
は
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
っ
て
い
く
べ
き
と
お
考
え
で
す
か
。

答　

産
業
経
済
部
長

　

土
地
改
良
区
の
組
織
運
営
基
盤
や

事
業
実
施
体
制
の
強
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
に
お
い
て
必
要
に
な
っ

て
く
る
で
あ
ろ
う
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
土
地
改
良
区
の
事
務
所
統
合
も

一
つ
の
方
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

土
地
改
良
区
と
今
後
の
状
況
を
共
有

し
な
が
ら
、
県
を
交
え
協
議
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
江
八
幡
市
土
地
改
良
団

体
協
議
会
は
、
各
土
地
改
良
区
の
事

務
を
統
合
し
て
担
う
土
地
改
良
区
合

同
事
務
所
に
つ
い
て
先
進
地
研
修
を

行
わ
れ
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後

も
近
江
八
幡
市
土
地
改
良
団
体
協
議

会
と
状
況
を
共
有
し
な
が
ら
、
方
向

性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

青
少
年
の
体
験
活
動
の
効
果
に
つ
い
て
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【北里学区承水溝】

【安土コミュニティエリア予定地】

日
本
共
産
党�

玉�

木�

弘�

子

個人質問

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア

整
備
事
業
に
つ
い
て

政
翔
会�

小�

川�

広�

司

個人質問

今
後
の
土
地
改
良
区
の

あ
り
方
に
つ
い
て



問　

土
日
、
祝
日
に
は
、
J
R
金
田

高
架
付
近
か
ら
大
渋
滞
が
続
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
以
降
、
議

会
や
自
治
会
か
ら
要
望
が
続
き
、
平

成
30
年
度
に
「
東
近
江
土
木
事
務
所

は
、
交
差
点
改
良
計
画
に
て
令
和
4

年
度
ま
で
の
着
手
箇
所
と
し
て
、
測

量
調
査
の
実
施
に
向
け
予
算
確
保
に

努
め
る
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和

5
年
度
の
現
在
、「
東
近
江
土
木
事
務

所
で
は
、
設
計
は
年
度
内
に
完
了
す

る
予
定
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
年

度
終
わ
り
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
現

況
及
び
来
年
度
の
取
組
を
回
答
く
だ

さ
い
。

答　

都
市
整
備
部
長

　

県
道
26
号
線
の
県
道
多
賀
交
差
点

は
、
滋
賀
県
に
お
い
て
、
交
差
点
改

良
事
業
に
着
手
し
、
測
量
・
設
計
を

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
課
題

が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
本
市
及
び

地
元
関
係
者
と
協
議
、
調
整
を
図
ら

れ
、
現
在
、
右
折
待
ち
に
よ
る
渋
滞

発
生
の
抑
制
に
向
け
た
複
合
レ
ー
ン

化
の
交
差
点
詳
細
設
計
を
進
め
ら
れ
、

今
年
度
中
の
完
了
を
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
来
年
度
は
、
地
元
関
係
者
と

協
議
、
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
用
地

測
量
及
び
補
償
調
査
を
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、

県
と
と
も
に
渋
滞
解
消
に
向
け
た
交

差
点
改
良
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

琵
琶
湖
周
航
の
歌
に
つ
い
て

②
は
ち
ま
ん
も
ん
に
つ
い
て

③
ヴ
ォ
―
リ
ズ
に
つ
い
て

④
近
江
八
幡
駅
踏
切
に
つ
い
て

予
算
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
山
本
　
妙
子

　

予
算
常
任
委
員
会
は
3
月
11
日
、
12
日
、

13
日
及
び
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、『
議

第
1
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て　

令
和
5
年
度
近
江
八
幡
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）』『
議
第

2
号　

令
和
5
年
度
近
江
八
幡
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
9
号
）』『
議
第
11
号　

令
和
6
年
度
近
江
八
幡
市
一
般
会
計
予
算
』

『
議
第
49
号　

令
和
5
年
度
近
江
八
幡
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）』『
議
第
53

号　

令
和
5
年
度
近
江
八
幡
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）』
の
5
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。採
決
の
結
果
、議
第
1
号
、

議
第
2
号
、
議
第
49
号
お
よ
び
議
第
53
号

は
全
員
賛
成
で
原
案
を
承
認
お
よ
び
可
決
、

議
第
11
号
は
賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
』

　
議
第
２
号
令
和
5
年
度
近
江
八
幡
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
9
号
）
に
つ
い
て
、

「
地
域
密
着
移
動
手
段
確
保
事
業
に
つ
い

て
、
互
助
輸
送
の
実
証
実
験
に
係
る
減
額

に
つ
い
て
は
、
原
因
を
含
む
経
緯
の
説
明

は
あ
っ
た
も
の
の
、
庁
内
関
係
課
と
の
連

携
や
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
円
滑

な
事
前
協
議
に
お
い
て
課
題
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
児
童
発
達
支
援
事
業
は
じ
め
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
の
執
行
残
が

大
き
く
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

人
事
課
や
関
係
課
と
の
連
携
の
も
と
抜
本

的
な
解
決
に
向
け
て
早
急
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
人
員
不
足
に
よ
り
迅
速
で
適

切
な
支
援
が
提
供
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
全
体
的
に
は
、

審
議
会
等
の
会
議
開
催

回
数
が
想
定
よ
り
も
少

な
く
、
報
酬
等
の
減
額

が
多
く
散
見
さ
れ
た
。

結
果
と
し
て
、
市
民
の

代
表
の
意
見
の
反
映
や

有
識
者
の
専
門
的
な
視

点
の
チ
ェ
ッ
ク
や
助
言
が
得
ら
れ
て
い
る

の
か
疑
問
を
感
じ
る
部
分
も
あ
っ
た
。
進

捗
管
理
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
た

い
」
と
の
意
見
。

　

議
第
49
号
令
和
5
年
度
近
江
八
幡
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）に
つ
い
て
は
、

「
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、
提
案
者
に
は
そ

の
理
由
等
、
説
明
責
任
が
あ
る
こ
と
の
意

識
が
希
薄
に
も
感
じ
る
た
め
、
丁
寧
な
説

明
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
意
見
。

　

議
第
11
号
令
和
6
年
度
近
江
八
幡
市
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、「
市
民
広
場
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
広
場
の
計
画
の

前
に
、
官
庁
街
エ
リ
ア
の
整
備
方
針
を
立

て
る
べ
き
で
あ
る
。
市
民
広
場
へ
の
利
用

者
の
ア
ク
セ
ス
計
画
、
市
道
区
整
東
5
号

線
の
取
扱
い
方
針
、
周
辺
施
設
間
の
連
携
・

駐
車
場
計
画
、
三
明
川
の
治
水
計
画
、
に

ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
の
民
間
施
設
も
含
め

た
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
関
し
て
市
の
方
針
を
し
っ
か
り
出
し
て

か
ら
、
市
民
広
場
の
基
本
計
画
の
検
討
を

行
う
の
で
あ
れ
ば
よ
い
。
市
民
の
た
め
に

本
当
に
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
広
場
を
つ
く
る

に
は
焦
ら
ず
に
じ
っ
く
り
と
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
」「
旧
市
民
病
院
跡
地
だ
け
で
な

く
官
庁
街
エ
リ
ア
の
見
通
し
を
持
っ
た
上

で
、
市
民
や
議
会
の
声
を
し
っ
か
り
聴
き
、
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納
得
し
た
計
画
の
も
と
委
託
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
見
直
す
べ
き
で
あ

る
」
と
の
反
対
の
討
論
。

　

そ
れ
ら
に
対
し
て
、「
市
民
広
場
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
官
庁
街
エ
リ
ア
や
様
々

な
課
題
に
関
し
て
も
市
庁
舎
整
備
基
本
計

画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い

る
。
今
回
の
予
算
は
こ
の
市
庁
舎
整
備
基

本
計
画
に
基
づ
い
た
取
組
で
あ
り
、
市
民

広
場
の
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
市
民
広

場
を
含
め
た
官
庁
街
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、

議
会
で
議
論
す
る
た
め
の
材
料
づ
く
り
の

た
め
の
計
画
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
議
会
を
は
じ
め
関
係
者

か
ら
広
く
意
見
を
聴
い
た
上
で
進
め
る
こ

と
を
附
帯
意
見
を
付
け
て
賛
成
と
し
た
い
」

と
の
賛
成
の
討
論
。

　

次
に
、
そ
の
他
の
意
見
と
し
て
は
、「
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
に
つ
い
て
、
前
年
度
比

37
％
以
上
増
加
し
、
基
金
を
充
当
し
た
事

業
数
も
か
な
り
増
加
し
た
が
、
事
業
内
容

の
詳
細
が
未
定
の
も
の
も
あ
っ
た
。
ト
ラ

イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
に
お
い
て
、
エ
ラ
ー
の

検
証
を
し
っ
か
り
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
を
定

め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
で
別
に

財
源
を
確
保
す
べ
き
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
の
使
い
方
の
ル
ー
ル
を
改
め
て

明
確
化
に
示
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
。

総
務
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
沖
　
茂
樹

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
3
月
定
例
会
で

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
3
月
15
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、
当
局
に
対
し
詳
細

な
説
明
を
求
め
、
議
案
質
疑
等
を
行
い
審

査
し
ま
し
た
。

〇
3
月
15
日

　

予
算
議
案
3
件
、
条

例
議
案
9
件
、
そ
の
他

議
案
2
件
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
の
議
案
も

全
員
賛
成
で
原
案
を
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
1
件

に
つ
い
て
は
、
賛
成
少
数
で
原
案
を
不
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
』

　

議
第
16
号
の
令
和
6
年
度
近
江
八
幡
市

文
化
会
館
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
、「
こ

れ
ま
で
、
設
備
が
旧
式
で
あ
る
た
め
、
扱

え
る
業
者
が
限
ら
れ
て
い
た
が
、
設
備
の

更
新
を
機
に
入
札
方
式
を
検
討
さ
れ
た
い
」

な
ど
の
意
見
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
道
下
　
直
樹

　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
3
月
定
例

会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
諸
案
件
を
審
査

す
る
た
め
、
3
月
18
日
及
び
22
日
に
委
員

会
を
開
き
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
、
当
局
に
対
し
詳
細
な
説
明

を
求
め
、
ま
た
、
意
見
書
に
つ
い
て
は
提

出
議
員
に
対
し
概
要
説
明
を
求
め
、
議
案

質
疑
な
ど
を
行
い
審
査
し
ま
し
た
。

〇
3
月
18
日

　

予
算
関
連
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
4
号
、

議
第
5
号
、
議
第
6
号
、
議
第
8
号
、
議

第
13
号
、
議
第
54
号
の
6
件
は
全
員
賛
成

で
、
議
第
3
号
、
議
第
12
号
、
議
第
14
号
、

議
第
15
号
、
議
第
17
号
の
5
件
は
賛
成
多

数
で
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
条
例
議
案
に
つ
い

て
、
議
第
32
号
、
議
第

33
号
、
議
第
34
号
、
議

第
50
号
の
4
件
は
全
員

賛
成
で
、
議
第
31
号
、

議
第
35
号
、
議
第
36
号

は
賛
成
多
数
で
原
案
を

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
そ
の

他
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
52
号
は
全
員
賛

成
で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
の
会
第
1
号
は
可
否
同

数
に
よ
り
委
員
長
採
択
に
お
い
て
原
案
を

否
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〇
3
月
22
日

　

条
例
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
55
号
、
議

第
56
号
の
2
件
は
全
員
賛
成
で
原
案
を
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
』

　

予
算
連
議
案
に
つ
い
て
、「
補
正
予
算
全

般
に
つ
い
て
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
委

員
会
や
研
修
会
の
予
算
が
減
額
さ
れ
て
い

る
が
、
予
算
を
認
め
た
以
上
は
計
画
ど
お

り
予
算
執
行
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意

見
。

　

議
第
14
号
に
つ
い
て
、「
高
齢
者
が
微
増

の
状
況
で
あ
る
が
、
介
護
給
付
費
は
こ
こ

数
年
増
額
と
な
っ
て
お
り
、
十
分
な
内
容

の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
た

め
、
協
議
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
、
ま
た
、

早
期
発
見
・
早
期
介
入
を
目
指
す
た
め
に

も
現
在
の
体
制
の
見
直
し
を
求
め
る
た
め

反
対
す
る
」
と
の
意
見
。

　

議
第
15
号
に
つ
い
て
、「
要
支
援
1
・
2

の
認
定
者
が
減
少
し
、
ま
た
予
算
及
び
利

用
者
も
減
少
し
て
い
る
が
、
要
支
援
者
で

あ
る
う
ち
に
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
住
み
続
け
る
こ
と
に
繋
が

る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
願
い
反
対
す

る
」と
の
意
見
。
議
第
17
号
に
つ
い
て
、「
高

齢
者
に
な
れ
ば
身
体
機
能
が
低
下
す
る
た

め
、
高
齢
者
の
み
で
保
険
制
度
を
設
立
す

る
こ
と
は
、
経
済
的
に
も
弱
者
に
な
る
高

齢
者
に
対
す
る
負
担
が
大
き
い
と
考
え
る

た
め
反
対
す
る
」
と
の
意
見
。

　

議
第
31
号
に
つ
い
て
、「
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
方
が
主
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、
施

設
の
使
用
料
が
少
額
で
も
増
額
さ
れ
る
こ

と
で
利
用
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
と

予
想
さ
れ
る
た
め
反
対
す
る
」
と
の
意
見
。

　

議
第
35
号
に
つ
い
て
「
国
の
基
準
に
合

わ
せ
て
所
得
段
階
が
増
や
さ
れ
、
介
護
保

険
料
が
増
額
と
な
り
、
増
額
の
範
囲
に
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
、
高
齢
者
の
高
所
得
者
の
保
険
料
を
引

き
上
げ
る
こ
と
と
な
る
た
め
反
対
す
る
」

と
の
意
見
。

　

議
第
36
号
に
つ
い
て
「
多
機
能
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
で
の
管
理
者
の
兼
務
要
件
が

緩
和
さ
れ
た
が
、
安
全
性
の
確
保
の
点
で

不
安
が
あ
る
こ
と
、
介
護
支
援
専
門
員
の

取
扱
件
数
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業

か
ら
の
撤
退
が
進
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
た
め
反
対
す
る
」
と

の
意
見
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
南
　
祐
輔

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
2
月
15
日

と
3
月
19
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
3
月

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
予
算
関
連
議
案
4
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　総務常任委員会では、所管事務調査項目の「地域コミュニティの現状と課題につい
て」、近年、地域コミュニティ、特に自治会で深刻な問題となっている自治会への加
入率の低下や、役員の担い手不足等について、令和５年度と令和６年度の２年間をか
け、調査研究を行うとし、令和５年度は現状の把握と課題の整理、要因分析に努めま
した。
　令和５年８月２日、９月27日の講義及びワークショップ形式による自治会及びまち
づくり協議会に係る現状の把握と課題等の整理（議会だより57号掲載）、　総務省及び栃木県宇都宮市への行政視察
及び研修の実施（議会だより58号掲載）の後、令和５年11月20日には、新しく設立されたトゥルータウン常楽寺自
治会との意見交換会を行い、設立経緯や活動状況、更に、自治会の設立や運営に関して行政等に求める支援等につい
て伺いました。
　令和６年１月17日は、総合政策部まちづくり協働課の協力により、講義及びワークショップ形式にて、前回まで
の（８月２日及び９月27日）の模造紙にまとめた意見をもとに、自治会長業務と担い手を細分化することで、効率的、
効果的な「本来の担い手」を探る作業を行いました。
　２月には、各学区自治会長会議に当委員会委員が分担して伺い、自治会長を対象に「自治会運営に関するアンケー
ト調査」を実施しました。
　今後、調査回答から、自治会運営の改革等に取り組まれた自治会に対しヒアリングを行うとともに集計結果等につ
いても報告を行う予定です。
　次年度も引き続き、地域コミュニティの現状と課題の整理から、自治会等の地域活動が、変化するニーズに対応し
つつ持続可能性を高めていくための取組等について調査・研究を進め、その成果を自治会運営に関する提案等に反映
し活かしていけるよう研鑽に努めてまいります。

　教育厚生常任委員会では、福祉、教育分野の所管事務に関する議案審査や政策立案の参
考とするため所管事務調査を実施しています。
　11月２日には、子育てに関する意見交換として、市内の子育て支援団体の代表者と社会
福祉協議会が集まり、情報発信やリーダーミーティングを行っておられる、おうみはちま
ん親子応援団体「ぱぴぷぺぽ」に様々なお話を伺いました。団体を立ち上げられてから現
在までの経緯を説明していただき、今後は更に多くの支援団体や企業も巻き込んで、支援
の輪を広げていくことで、様々な課題を連携してカバーし合えるシステム作りが必要であ
るとお話しいただき、その後、市内の子育て環境について意見交換を行いました。
　12月22日には、発達障がいと知的障がいのある人の疑似体験型啓発キャラバン隊「花
bee」より講師を招き、発達障がいと知的障がいのある方の生活や関りについての話をお
聞きしました。また、障がいの疑似体験を行い、言葉のかけ方・手の感覚の違いについて
体験し、どのような配慮や支援が必要になってくるのか考えさせられました。
　12月27日には、２回目の学校給食センター施設整備事業にかかる現地調査を行いました。担当課より、現時点で
の施設の現状と経緯について説明を受け、不具合が生じている地下ピット内の確認後、質疑応答を行いました。
　今後も本市の福祉・教育行政が抱える諸課題の解決に向けて調査・研究に取り組んでまいります。

総務常任委員会　活動報告総務常任委員会　活動報告

教育厚生常任委員会　活動報告教育厚生常任委員会　活動報告

件
、
条
例
関
連
議
案
8

件
と
、
そ
の
他
議
案
4

件
の
計
16
件
に
つ
い

て
、
当
局
に
対
し
詳
細

な
説
明
を
求
め
、
議
案

質
疑
等
を
行
い
審
査
し

ま
し
た
。

〇
2
月
15
日

　

議
第
28
号
近
江
八
幡

市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
当
局
に
詳
細
な
説
明

を
求
め
、
審
査
を
行
い
、
全
員
賛
成
で
原

案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〇
3
月
19
日

　

予
算
議
案
4
件
、
条
例
議
案
7
件
、
そ

の
他
議
案
4
件
に
つ
い
て
、
当
局
に
詳
細

な
説
明
を
求
め
、
議
案
質
疑
等
を
行
い
審

査
し
、
す
べ
て
の
議
案
に
お
い
て
、
全
員

賛
成
で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
』

　

議
第
18
号
の
令
和
6
年
度
水
道
事
業
会

計
予
算
で
は
、「
重
要
管
路
耐
震
化
事
業
及

び
老
朽
管
更
新
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
の

整
備
率
、
全
体
整
備
計
画
に
対
し
て
質
疑

が
あ
り
、
大
規
模
地
震
に
備
え
た
更
新
工

事
を
計
画
ど
お
り
施
工
す
る
よ
う
に
」
と

の
意
見
。
議
第
21
号
の
近
江
八
幡
市
ポ
イ

捨
て
の
禁
止
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、「
環
境
美
化
の
た
め
に
は
、
市
民
、

来
訪
者
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
で

あ
る
。
本
条
例
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
丁
寧
な
周
知
を
行
う
と
と
も

に
、
抑
止
に
つ
な
が
る
施
策
を
講
じ
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
。
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　２月９日（金）に交通弱者の移動支援について、島学区まちづくり協議会の取組みを調査しました。
　島学区まちづくり協議会は、以前より地域において、あかこんバスを補完する移送支援サービスが必要であると考
えておられ、その支援対策を模索されていました。そうした中、市より地域密着移動手段確保モデル事業の実証実験
の提案があり、地域の交通弱者の方に対する移動支援「ちょこっとサービス」を立案し、昨年10月より沖島地区と
連携して実証実験に取り組んでおられます。
　現在、民生委員を中心に28名のドライバーの登録があり、随時運行をされています。利用者の移動目的は、通院
が８割で、買い物が２割といったところです。
　当まちづくり協議会では、利用者、ドライバー、地域の声を聞きながら実証実験を行い、その結果を踏まえて、本
年４月より本格実施を予定されています。
　当委員会では、実証実験での成果や課題、利用者の声などを聞かせていただき、今後の施策立案に活かしてきたい
と考えています。また、学区によっては問題点も異なることから、継続して調査をしていきたいと考えています。

　市議会では、市民に開かれた議会にするため、議会改革推進委員会を設
置しており、議会活動等の議会改革の推進に関することについて協議を
行っています。
　当委員会は、令和５年度は委員会を計５回開催し、主な検討項目を前年
度からの継続検討事項である「市議会タブレット端末導入に係る運用規程
について」及び「市議会基本条例の内部評価と見直しについて」、また「個
人質問のあり方について」の検討を行い、以下の結果となりました。
　「市議会タブレット端末導入に係る運用規程について」…運用規定の策定（令和５年10月タブレット端末導入）
　「市議会基本条例の内部評価と見直しについて」…条例の再確認と個人評価の実施
　「個人質問のあり方について」…各自で時間計測を行うなど、時間短縮に向けた意識づけの取組

＜視察項目＞　
「議会運営・議員活動におけるタブレットの活用事例について」

　本市議会では、昨年10月にタブレットを導入しましたが、連絡通信やペーパーレス
化以外の活用が進んでいない状況です。彦根市議会は平成30年にタブレットを導入さ
れ、議会運営をはじめ議会活動の様々な場面で活用されていることから参考とするた
め視察を行いました。
　彦根市議会では、「議会のICT化」というより、議会活動の中の便利ツールの一つと
してタブレットを活用されており、導入から６年が経つ現在でも、議案資料などは紙
とデータを併用されています。あくまでも使い手である議員が議案審査しやすい方法を選択されていました。
　一方で、議員と事務局との連絡通信や、オンラインでの防災訓練や議会報告会、委員会活動報告など、タブレット
が有効な場面では、規程やマニュアルなどにタブレットの使用を規定、明確化し、積極的に活用されています。
　また、導入から年数を重ね、現在ではアプリケーションの使用やスケジュール管理、連絡通信などにおいて、タブ
レットと個人所有の端末などを組み合わせて、場面に応じて柔軟に活用されていました。
　今回の研修を参考に、ICTを活用した効率的な議会運営について、今後も調査研究に取り組んでまいります。

産業建設常任委員会　活動報告産業建設常任委員会　活動報告

議会改革推進委員会　取組報告議会改革推進委員会　取組報告

議会運営委員会　視察研修議会運営委員会　視察研修（令和６年２月５日）（令和６年２月５日）
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　令和６年２月21日（水）、近江八幡市議会では議会独自の
防災訓練を実施しました。
　今回は、議会、議員が災害時などの有事の際に行うべき、
役割や行動基準を定めた近江八幡市議会業務継続計画
（BCP）を実効性のあるものにするため、発動手順に従い、
最も重要な初動対応に焦点を当てた訓練を行いました。

　「開かれた議会を目指して」
　市民に身近な議会として、市議会では、本会議におけるライブ中継及び

代表質問・一般質問の録画配信を行い、リアルタイムに情報の発信に努めております。
　今年度においても、議会だよりを発行し、議会の仕組みや議事内容についてわかりやすくお
伝えすることにより、市民に開かれた、信頼される議会になるために、情報の公開と説明責任
を柱とし、議員一同取り組んでまいります。
� （広報広聴委員長　辻　正隆）

市議会議員紹介　Vol.�4

クローズアップ
市民のみなさんに市議会議員をより身近に感じて

いただきたいとの思いから、議席番号順に全議員

をシリーズで紹介しています。

編 集 後 記

令和５年度　議会防災（情報伝達）訓練令和５年度　議会防災（情報伝達）訓練
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Ｑ①近江八幡市のお気に入りスポットは？ 市役所前の中央分離帯（横断歩道の真ん中にある安全地帯）から見る東西を見渡す景色
…街路樹や安全島・街並み、また月が見える時はとびきりステキです

Ｑ②自己（あなた）のキャッチフレーズは？ 小さな声を聴く
Ｑ③議員になって何をしたいですか？ 身近な生活の中に政治を感じてもらえるよう日々 取り組んでいきたい
Ｑ④議員に必要なもの３つ？ 誠実・中道（真ん中ということでなく、かたよりなくベストを選択するという意）・現場第一
Ｑ⑤あなたの熱い思いを一言 こどもから大人まで広く政治に関心を持ってもらえるような市政をめざします！

Ｑ①近江八幡市のお気に入りスポットは？ 八幡山の石垣とそこから眺めるパノラマ
Ｑ②自己（あなた）のキャッチフレーズは？ 凛とした姿勢を貫きます！
Ｑ③議員になって何をしたいですか？ 地域が家族として支え合うまちづくり（地域共創）
Ｑ④議員に必要なもの３つ？ 議員になった原点を忘れないこと、洞察力、実行力
Ｑ⑤あなたの熱い思いを一言 人づくり政策を軸として心豊かな地域共創を力強く進めていきたい。地域は家族です！

Ｑ①近江八幡市のお気に入りスポットは？ 八幡山、長命寺山、安土山など琵琶湖を一望できる場所
Ｑ②自己（あなた）のキャッチフレーズは？ 未来に向かってさらに一歩を進める
Ｑ③議員になって何をしたいですか？ 政治を始めとする日本の閉塞状況を打破したい
Ｑ④議員に必要なもの３つ？ 行動力、探究心、粘り強さ
Ｑ⑤あなたの熱い思いを一言 ロックな気持ち（常識にとらわれない自由な精神、前向き、へこたれない、というようなイメージ

です）を忘れず、市政発展のために頑張ります。



　全員一致で承認・可決・同意・採択した議案
議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託委員会
◇　予　　算

議第１号 専決処分の承認を求めることについて
令和５年度近江八幡市一般会計補正予算（第８号） 予算

議第２号 令和５年度近江八幡市一般会計補正予算（第９号） 予算
議第４号 令和５年度近江八幡市介護認定審査会共同設置事業特別会計補正予算（第１号）	 教育厚生
議第５号 令和５年度近江八幡市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）	 教育厚生
議第６号 令和５年度近江八幡市介護保険事業特別会計（サービス事業勘定）補正予算（第１号） 教育厚生
議第７号 令和５年度近江八幡市文化会館事業特別会計補正予算（第１号） 総務
議第８号 令和５年度近江八幡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 教育厚生
議第９号 令和５年度近江八幡市水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設
議第10号 令和５年度近江八幡市下水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設
議第13号 令和６年度近江八幡市介護認定審査会共同設置事業特別会計予算 教育厚生
議第16号 令和６年度近江八幡市文化会館事業特別会計予算 総務
議第18号 令和６年度近江八幡市水道事業会計予算 産業建設
議第19号 令和６年度近江八幡市下水道事業会計予算 産業建設
議第20号 令和６年度近江八幡市病院事業会計予算														 総務
議第49号 令和５年度近江八幡市一般会計補正予算（第10号） 総務
議第53号 令和５年度近江八幡市一般会計補正予算（第11号） 予算
議第54号 令和５年度近江八幡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 教育厚生
◇　条　　例
議第21号 近江八幡市ポイ捨ての禁止等に関する条例の制定について						 産業建設

議第22号 近江八幡市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個
人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

令和６年第１回（３月）近江八幡市議会定例会に提出された議案と議決結果
　賛否の分かれた議案

議案番号 件　　　　　　　　　　名
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会
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◇　予　　算

議第３号 令和５年度近江八幡市国民健康保険特別会
計補正予算（第２号）				 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第11号 令和６年度近江八幡市一般会計予算 予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第11号 令和６年度近江八幡市一般会計予算
（修正案） − 否決 × × × × × × − × × × × × × × × × 〇 〇 × × ×

議第12号 令和６年度近江八幡市国民健康保険
特別会計予算				 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第14号 令和６年度近江八幡市介護保険事業
特別会計（保険事業勘定）予算	 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第15号 令和６年度近江八幡市介護保険事業
特別会計（サービス事業勘定）予算 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第17号 令和６年度近江八幡市後期高齢者医療
特別会計予算									 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

◇　条　　例

議第31号 近江八幡市市民共生センター条例の一部を
改正する条例の制定について 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第35号 近江八幡市介護保険条例の一部を改正する
条例の制定について						 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第36号

近江八幡市指定介護予防支援等の事業の人
員及び運営並びに指定介護予防支援等に係
る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準等を定める条例等の一部を改正
する条例の制定について		

教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

◇　人　　事

議第57号 近江八幡市教育長の任命につき同意を求め
ることについて 省略 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 ×

◇　議員提出議案

会第１号 学校教育の環境整備等を求める意見書の提
出について 教育厚生 否決 × × × × × × − × × × × 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

会第２号 政治資金パーティー、企業・団体献金の禁
止を求める意見書の提出について 総務 否決 × × × × × × − × × × × 退 × × × × 〇 〇 〇 〇 退

①：育政会　②：公明党　③：日本共産党　④：チームはちまん　⑤：ひむれクラブ　⑥：凛成会
○…賛成　　　×…反対　　　　欠…欠席　　　　退…退席　　　除…除斥　　―	…議長は採決に加わっていません。
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６月定例会のご案内　令和６年第２回（６月）市議会定例会は、次のような日程で予定しています。それ以外の日は、休会の予定です。

開会日 質問日 委員会 閉会日

６月６日（木） ６月17日（月）、18日（火）、19日（水） ６月20日（木）、21日（金）、24日（月）、
25日（火） ６月27日（木）

皆さまからの議会運営に関するご意見を、メールまたは文書にて、議会事務局までお寄せください。
〒523－8501　近江八幡市桜宮町236番地　Ｅメール：020200@city.omihachiman.lg.jp　ＦＡＸ  ：０７４８－３６－７１０１

議第23号 近江八幡市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について	 総務
議第24号 近江八幡市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について	 総務
議第25号 近江八幡市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務
議第26号 近江八幡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について	 総務
議第27号 近江八幡市離島振興対策実施地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務
議第28号 近江八幡市手数料条例の一部を改正する条例の制定について									 産業建設
議第29号 近江八幡市手数料条例の一部を改正する条例の制定について									 産業建設
議第30号 近江八幡市督促手数料及び延滞金徴収に関する条例の一部を改正する条例の制定について	 総務
議第32号 近江八幡市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について	 教育厚生

議第33号 近江八幡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 教育厚生

議第34号 近江八幡市介護基本条例の一部を改正する条例の制定について		 教育厚生
議第37号 近江八幡市空家等対策の推進に関する条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設
議第38号 近江八幡市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について					 産業建設
議第39号 近江八幡市給水条例の一部を改正する条例の制定について							 産業建設
議第40号 近江八幡市消防団員の定員、任免、給与及び服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設
議第41号 近江八幡市安土文芸の郷あど木っずランド条例を廃止する条例の制定について	 総務
議第42号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 総務
議第50号 近江八幡市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生
議第51号 近江八幡市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設
議第52号 財産を取得することにつき議決を求めることについて 教育厚生
議第55号 近江八幡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生
議第56号 近江八幡市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生
◇　そ の 他
議第43号 財産を取得することにつき議決を求めることについて	 産業建設
議第44号 近江八幡市第１次総合計画後期基本計画を策定することにつき議決を求めることについて	 総務

議第45号 近江八幡市沖島辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画を変更することにつき議決を求めることにつ
いて 総務

議第46号 市道路線の認定につき議決を求めることについて									 産業建設
議第47号 市道路線の変更につき議決を求めることについて										 産業建設
議第48号 近江八幡市同報系防災行政無線施設整備工事請負契約の締結につき議決を求めることについて	 産業建設
議第52号 財産を取得することにつき議決を求めることについて 教育厚生
◇　人　　事
議第58号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 省略
◇　議員提出議案
会第３号 近江八幡市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 省略
会第４号 地方自治法第１８０条議会の委任による専決処分事項の指定についての一部を改正することについて 省略
会第５号 令和６年度近江八幡市一般会計予算に対する附帯決議 省略
付託委員会欄の「決算」は決算特別委員会、「予算」は予算常任委員会、「総務」は総務常任委員会、「教育厚生」は教育厚生常任委員会、
「産業建設」は産業建設常任委員会です。

令和６年度近江八幡市一般会計予算について、次の附帯決議を可決
　当該予算において新規事業として「市民広場整備事業」の経費1,247万７千円が計上されている。この事業は、近江八
幡市庁舎整備基本計画の市民広場の基本コンセプトに基づき、官庁街に市民が主体として活動できる市民広場の整備推
進を目的としたものである。
　このことから、未来にわたって市民に誇れる、にぎわいと交流のある官庁街を整備していくため、市長におかれては、
当該事業の発注段階から、議会をはじめ関係者から広く意見を聴いた上で、官庁街未利用地の活用並びに道路及び駐車
場計画も見据えた全体の整備方針を明確にしていくこと。
※�附帯決議とは…議会又は委員会における審議の対象である事件の議決に当たって、その事件について付随的に付けられる意見又は要
望の決議のことをいう。（地方議会運営事典より）
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●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷


